
 
報道関係者と民博との懇談会 話題一覧 

2026 年 4 月 16 日(木)15:30～17:00  懇談会 
 

１． 挨拶 
 

２． ニュースリリース 
●みんぱくの最新情報と今後３カ月の行事をご案内いたします。 
 

３． 特別展関連 みんぱく映画会 
 
『ファリダの二千の歌』 

 
 

 

  

 

 

 

日 時 2026 年 5 月 24 日(日)13 時 30 分～16 時（12 時 30 分開場） 

会 場 みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員 350 名） 

参加費 要展示観覧券（一般 780 円、特別展をご覧になる場合は一般 1,200 円）※イベント参加費は不要 

司 会 寺村裕史（本館 准教授） 

解 説 宗野ふもと（筑波大学 助教） 

※事前申込制（本人を含む 2 名まで）、先着順 

※一般受付／4 月 20 日(月)～5 月 20 日（水） 

 

 

 

４． 最新の研究紹介 

みんぱく特別研究「ポスト国民国家時代における民族」シリーズ１ 
『国家と民族の行方―制度と実践がもつれ合う現在』 

 

 

  

 

 

 

― 関 雄二 (館長) ― 

 

 

 
― 山中 由里子 (議長) ― 

 

 

 

― 寺村 裕史（学術資源研究開発センター 准教授）

 

1920 年代初頭のウズベキスタンを舞台にした作品。映像をとお

して現地の人びとの暮らしについて理解を深めます。また、ウズベ

キスタンをフィールドとする文化人類学者の解説をふまえ、中央

アジアの文化や社会が抱えるさまざまな課題などを、一緒に考え

る機会とします。 

― 野林 厚志 （グローバル現象研究部 教授） ― 

 
 

国民国家の枠組みが揺らぐ「ポスト国民国家時代」において、民族は

いかなる変容を遂げているのか。台湾の先住民認定から欧州の移民問

題まで、国家による管理と個人の帰属意識の相克を現場の視点から検

証。境界を越え再編されるアイデンティティの諸相を浮き彫りにし、共

生の未来を展望します。 

https://www.minpaku.ac.jp/post-goods/70200
https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/68047


５． 最新の研究紹介 

『「日本手話で学びたい！」日本手話翻訳版 DVDの完成について』 
 

 

 

 

 

 

 

６． 『全展示場をモビリティと音声解説で巡る新たな展示体験を実現 

― WHILL自動運転モビリティとみんぱく音声ガイド、全館対応へ』 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 展示解説 企画展『ドルポ――西ネパール高地のチベット世界』 

 
 

 

 

会  期：2026 年 6 月 16 日(火)まで 

会  場：国立民族学博物館 本館企画展示場 

観覧料：一般 780 円、大学生 340 円、高校生以下無料 

※観覧料割引についてはホームページでご確認ください 

※本館展示もご覧いただけます 

 

 
※その他の配布資料 外国人研究員受入一覧（資料 4）、刊行物報告書（資料 5、6）、「イランの今を読む」チラシ 
 「コミュニケーションの未来を創る」チラシ、令和 8 年度 報道関係者と民博との懇談会 開催日程 
 

 

 

このたび、人間文化研究機構共創先導プロジェクト「コミュニケ

ーション共生科学の創成」の研究事業の一環として、『日本手話で

学びたい！』日本手話翻訳版 DVD およびウェブサイトを作成いた

しました。 

ウェブサイト URL https://nihonsyuwa.minpaku.ac.jp/ 

― 末森 薫 （人類基礎理論研究部 准教授）― 

現在開催中の企画展の見どころを展示場にて解説します。 

（ZOOM でのライブ配信も予定） 

― 菊澤 律子 （人類基礎理論研究部 教授） ― 

 
 

国立民族学博物館は、WHILL 株式会社開発の WHILL 自動運転モ

ビリティと、WHILL 自動運転モビリティと連動した音声案内システ

ム「みんぱく音声ガイド」の対象エリアを拡張し、2026 年 3月 26

日（木）より全展示場（A・B・Cブロック）での運用を開始しまし

た。 

 

 

― 情報課 ― 

 
 

https://nihonsyuwa.minpaku.ac.jp/
https://www.minpaku.ac.jp/wp-content/uploads/20260325_press.pdf
https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/64988

